
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
か
ら
、

東
京
電
力
福
島
第

２
原
子
力
発
電
所

４
基
の
廃
炉
が
決

ま
り
、
福
島
の
す

べ
て
の
原
子
炉
の

廃
炉
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
廃
炉
作
業

に
は
約
40

年
と
言

わ
れ
て
い
る
。
使
用
済
み
燃
料

が
約
一
万
体
も
あ
る
。
安
全
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
国
や
東
電
の
動

き
も
あ
る
。

大
会
基
調
で
は
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
の
動
き
は
オ
バ
マ
政
権
時

代
の
世
界
に
お
け
る
核
廃
絶
の

動
き
を
一
変
し
て
い
る
。
安
倍

政
権
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
追
随

し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
高
齢

化
の
現
状
は
震
災
前
か
ら
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
現
状
に
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
た
が
震
災
が
発

生
し
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
的

な
移
行
で
は
な
く
な
っ
た
。
村

民
の
70
％
が
高
齢
化
と
い
う
状

態
に
あ
る
。

多
く
の
内
容
に
共
通
す
る
が

復
興
と
い
う
と
き
「
何
を
復
興

す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
感

じ
て
や
ま
な
い
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
８

年
が
経
過
し
た
が
廃
炉
に
は
ま

だ
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
に
関
し
て
、
各

自
治
体
で
は
復
旧
・
復
興
に
加

速
が
つ
く
と
歓
迎
し
た
。

会
社
か
ら
は
「
運
転
再
開
に

向
け
て
の
準
備
」
に
つ
い
て
提

案
が
あ
っ
た
。

必
要
な
教
育
・
訓
練
と
し
て

富
岡
～
浪
江
間
運
転
再
開
に
関

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
が

９
月
上
旬
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
。
運
転
計
画
に
つ
い
て
決
定

次
第
説
明
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
あ
と
一
か
月
。
具
体
的
な
説

明
も
な
い
中
、
組
合
員
か
ら
不

安
の
声
も
聞
か
れ
る
。

第１７号 こくろう みと ２０１９年８月１日

原
発
も
核
も
戦
争
も
な
い
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７
月
27
日
、
被
爆
74
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
福
島
大
会
が
開
催
し
、
約
６
２
０
名
が
参
加
し

た
。黙

と
う
か
ら
始
ま
り
、
主
催
者
、
地
元
あ
い
さ

つ
、
高
校
生
平
和
大
使
か
ら
の
訴
え
が
あ
っ
た
。

「
被
災
者
の
生
活
再
建
・
健
康
問
題
と
脱
原
発
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
大
会
ア

ピ
ー
ル
、
デ
モ
行
進
で
閉
会
し
た
。

職
場
の
矛
盾

仕
事
の
不
満

国
労
に
結
集
し

み
ん
な
で
相
談

解
決
へ

７
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
来
年
３
月
ま
で
に
常
磐
線
富
岡

～
浪
江
間
の
復
旧
・
再
開
後
、
仙
台
～
東
京
間
、
特
急
を
直
通

運
転
す
る
事
を
検
討
す
る
と
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
た
。

常
磐
線
運
転
再
開
へ

８
月
中
旬
要
求
を
申
し
入
れ
へ

乗
務
区
間
の
見
直
し

い
わ
き
運
輸
区

い
わ
き
～
富
岡
間

原
ノ
町
運
輸
区

い
わ
き
～
仙
台
間
（
運
転
士
は
仙
台

車
両
セ
ン
タ
ー
構
内
を
含
む
）

安
心
し
て
働
け
る
条
件
を
作
る
た
め
、
各
分
会
・
班

は
議
論
を
し
要
求
を
持
ち
寄
ろ
う
。


